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 177 名の新入生（1 年生 170 名、編入学生 5 名、転学類生 2 名）と新任教員 1 名

を迎えて、法学類の新年度がスタートしました。法学類月報第 29 号では、石田道

彦先生のご紹介（あわせて学類長再任のご挨拶）、就職活動 

体験記、開学記念無料法律相談のお知らせをお送りします。 

 

 

◆連載◆ 法学類の先生    第 26回 石田道彦先生 （社会保障法） 

2016 年 2月に行われた部局長等選考の結果、法学類長に再任されました。微力では

ありますが、法学類の教育研究の一層の発展のために努める所存です。今後とも金沢

大学法学類のため、御支援御鞭撻のほどお願い申し上げます。 

今回は編集長からの指示により、私自身について書かせていただきます。生まれは

福井県ですが、大学に入るまで大阪の湾岸地域で育ちました。このため、化学コンビ

ナートや高架道路をみると懐かしい気持ちになります。当時はイノシシやクマがでる

自然環境の豊かな職場で働くことになるとは想像していませんでした。 

最近は、健診の結果、メタボ予備軍として特定保健指導の対象となったことをきっ

かけに運動不足解消のため、できるだけ歩くようにしています。ご存知のように、金

沢は起伏に富み、入り組んだ道が多いため、細い道を歩いていくと思わぬ場所に出た

り、急に視界が開けたりと、日々新たな発見を楽しんでいます。道に迷って同じ場所

を行ったり来たりしていることも少なくないのですが。最近、勝手に「発見」して印

象に残っている場所は藤棚白山神社と椿原天満宮です。皆さんもたまには市内を探検

してみませんか。朝日で輝く犀川の景色は最高ですよ。 

         

 

「主張する勇気を持とう」

 就職活動とその先の人生において、皆さん

に行なって欲しいことがあります。それは、

「自分の言葉で、自分の意見を主張する」と

いうことです。 

 なぜなら、昨今の政治的腐敗や企業不祥事

のように、社会は、主張しないからこそ変な

方向に進んでいくことがあ

るからです。現代は変化が

激しく、主張しなければ理

不尽な意思決定が為されて

しまいます。自分の目で物事を見て、自分で

考え、自分の言葉で意見を主張してください。



 

●法学類の学生、卒業生、教員に関係するイベント等の情報を、ぜひお寄せください。 

●関係者の皆様のご寄稿を歓迎します。採用された方には、法学類グッズを進呈します。 

●本誌のバックナンバーは、金沢大学法学類 Web サイトに掲載していますのでご覧く

ださい。 (http://law.w3.kanazawa-u.ac.jp//category/brochure/geppo) 

また、メールでの定期配信（無料）をご希望の方は、金沢大学人間社会系事務部 

学生課 法･経済学務係 (n-hkgaku@adm.kanazawa-u.ac.jp)までお申し込みください。 

●お読みになってのご意見ご感想は、上記メールアドレスまでお寄せください。 

正解が無い世の中だからこそ、正しいと思う

ことを主張するのです。 

 では、具体的にどうすればいいのか。「お

前はどう思うのか？」この言葉を常に自分に

投げかけ、恐いと思いますが主張してくださ

い。初めは他人の真似でも構いません。徐々

に自分の言葉を増やしていきましょう。勿論、

“データ、ロジック、ファクト”が無ければ

人を納得させることはできませんが、間違っ

ても、笑われてもいいじゃないですか。主張

しなければツッコミも受けられず、自分の言

葉は一生鍛えられません。 

 「私は私の意見を述べる。それがよい意見

だからではなく、私自身の意見だからだ。」 

モンテーニュのこの勇気を持ち、主張する力

を鍛える第一歩が就職活動だと捉えて楽しん

でください！ 

         法学類2015 年3 月卒業 

（㈱キャリアドットコムに就職）川畠慶大 

 

金沢大学開学記念 民事無料法律相談の開催 

公認サークル「金沢大学法律相談所」では、今年も金沢大学開学記念日に近接して、

下記の要領で、開学記念民事無料法律相談を開催します。お気軽にお越しください。 

 

日時：平成 28 年 5 月 22 日（日） 10 時から 15 時まで(受付は 14 時 45 分まで) 

場所：石川四高記念文化交流館（金沢市広坂 2－2－5） 

内容：相続、遺言、親族、婚姻、金銭貸借、賃貸借、その他民事事件 

 （労働・行政・刑事事件、税務関係の問題は回答をご提示できかねる場合がございます。 

  また、調停、訴訟中の相談はお受けできませんので、ご了承ください。） 

後援：金沢市、北國新聞社、エフエム石川、テレビ金沢 

お問い合わせ先：076-264-5456（金沢大学人間社会系事務部学生課法・経済学務係） 

 

 

 

 3 月 31 日付で、法科大学院の実務家教員である田島純蔵教授（法学類では総合法学演習

をご担当）が定年退職されました。田島教授の後任として、4 月 1 日付で、弁護士の長瀬貴

志教授が着任されました。長瀬先生からは、本誌第 5号にご寄稿を頂戴したことがあります

ので、興味のある方はバックナンバーをごらんください。 

 4 月 1 日付で、河合晃一講師（政策過程論担当）が着任され、法学類専

任教員は、27 名となりました。河合先生には、本誌次号でごあいさつ

を頂く予定です。また、学類長の任期満了に伴う選考により、石田道

彦教授が法学類長に再任されました。任期は、2018 年 3 月 31 日までと

なります。 

 

教員人事のお知らせ 
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